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令和7 年 1 月 15 日

8 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

（別添資料1）

事業所名 花みち 支援プログラム（児童発達支援） 作成日

法人（事業所）理念 私たちは、ご利用者様の尊厳を守り、安全に配慮しながら生活機能の維持・向上を目指し、総合的に援助いたします。また、ご家族様や地域の人々・機関と協力し、安心して自立した在宅生活が続けられるよう支援いたします。

支援方針 1自立支援をする�2一人一人を大切にする�3あたたかい声がけをする�4明るい挨拶をする�5相手の話を聴く�6手は出しすぎず十分に見守る�7言葉にならない声を理解する8ともに生きがいさがしをする

営業時間 送迎実施の有無

支�援�内�容

本

人

支

援

・来設時の検温・手洗い・うがいの慣行・食後の歯磨き実施・日常生活の動作(移動、着替え、トイレの動作、食事など）ひとりひとりに合った支援を行っていきます。

・毎日の体操(ラジオ体操、可動域訓練、各ストレッチ、テレビ体操、下肢リハ機器実施）を通して身体機能の維持、向上を目指します。・制作活動(ちぎり絵、塗り絵など）を通して得られる感覚を養います。・音楽活動(唱歌、キー

ボード）を通してリズム感や聴覚を刺激体感し、心地よい時間を過ごしてもらいます。

・1日の流れを、ひとりひとりにわかりやすく伝え、見通しを持てるよう支援します。・レクリエーションやゲームへ参加や手伝いを通し、共同作業を学び、数字の概念なども養っていきます。花みちで穫れた野菜や季節の行事、おやつ

作り(おはぎ、餅つき、桜餅など）を通し野菜の成長、食物の大切さや季節感などを、一緒に体験し学びます。

・職員が仲介し他利用の方々とコミュニケーションを取りやすいよう支援します。学校での事、家での事、今日の出来事など、子供たちの気持ちをくみ取れる声かけを行っていきます。・言葉遊びや幅広い年齢層の方々とのふれあいを

通し、コミュニケーションスキルの獲得を目指します。

・自分の気持ちを表現したり、感情をコントロール、感情を発散できるように支援します。ひとりひとりに合わせ、表現しやすい環境を作り、信頼関係を築いていきます。・朝の挨拶や帰りの挨拶、ルールやマナーなどその場に合った行

動や声かけが出来るよう支援します。

主な行事等
・初詣・書初め・おぜんざい作り・おはぎぼたもち作り・お祭りへお出かけ・ドライブ・クリスマス会・お餅つき�・避難訓練(水害、火災、地震）など。

家族支援
・困っていて相談したいことを、関係機関と情報共有し解決につなげていきます。

移行支援
・学校や、他事業所と連携しスムーズに移行できるよう支援します。

地域支援・地域連携
・障害サービス事業所連絡会へ参加、情報共有し支援につなげていきます。

職員の質の向上
・毎月の勉強会の実施。・外部研修への参加。


